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4月26日（木）、豊川市御津町に三河港御津ふ頭１号岸壁が完成したことを記念し、完成式が行われました。
完成式では大村愛知県知事と山脇豊川市長が主催者挨拶を行い、小林県議、佐原豊橋市長、稲葉蒲郡市長、山下

田原市長及び中部地方整備局副局長の元野より祝辞がありました。その後、最初の岸壁利用者への記念品や花束の
贈呈、主催者と来賓代表によるテープカット、豊川市消防本部音楽隊による演奏が行われました。

3月30日（金）、当事務所は、昨年7月の三河港におけるヒアリ緊急対策にあ
たり、献身的に対応し作業を完遂した神野建設株式会社に対し、その功績を称え、
感謝状の贈呈を行いました。

中部地方整備局では、昨年6月に国内で初めてヒアリが確認されて以降、ヒア
リの生息国及び地域との定期コンテナ航路のある管内の5港湾（清水港、御前崎
港、名古屋港、三河港、四日市港）において、ヒアリの定着を防止するための緊
急対策工事を実施してまいりました。今回の感謝状は、各港において緊急対策工
事を実施した企業に対し、各港を所管する港湾事務所から贈呈するものです。

集合写真

感謝状を受賞した神野建設株式会社からは、「今回の緊急対応のみならず、
今後も国民の期待と信頼に応えるべく、中部地方整備局との災害協定に基づき、
災害に対し、迅速かつ的確な行動をとり、対処していく」とのコメントを頂き
ました。

当事務所としても、関係機関や企業等と緊密な連携を図り、様々な災害等に
対し、迅速に対応していく所存です。

完成式でのテープカットの様子

御津ふ頭1号岸壁は豊川市内における初の公共岸壁です。水深5.5mを有し、2,000トン級の船舶が接岸可能と
なっています。同岸壁の整備により、陸送から海送への転換による物流の効率化が期待されます。当事務所は、よ
り一層の三河港発展のため、御津ふ頭と三河港各ふ頭の連携及び三河港全体の機能強化に取り組んでまいります。

感謝状贈呈の様子

位置図
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御津ふ頭1号岸壁（愛知県広報用資料より）
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※一部の地域を除きます。

海とみなとの相談窓口

4月26日（木）、ライフポートとよはしにて、「平成30年度 三河港振興会定
時総会」が開催されました。

三河港振興会は、三河港の総合的な発展・地域産業の振興発展に寄与することを
目的に、豊橋市長を会長とし、地方自治体や企業の方など幅広い関係者により組織
されています。

4月23日（月）、蒲郡市役所にて「平成30年度 第1回みなとオアシスがまご
おり運営協議会」が開催されました。

協議会では、昨年度の活動報告や本年度の活動予定の説明と、昨年度富山県で開
催された「Sea級グルメ全国大会in魚津」や、名古屋港にて開催された「中部みな
とオアシス観光物産展」などのイベントで配布された広報用グッズの小型ライト、
トートバッグ、パズルキーホルダーの紹介がありました。

説明後の意見交換では、「団体の取り組み内容や努力が地域の方に伝わっていな
いことから、共有できる場や方法がないか」という意見や、 「“みなとオアシス
がまごおり”には目立った看板がなく、知名度が低い」という意見がありました。

広報用グッズ

協議会の様子

元野副局長による講演の様子

三河港湾ギャラリー

作品No.58 蒲郡市大塚地区

今回の総会では、昨年度の事業報告・収支決算、今年度の事業計画案・収支予算
案について審議されました。総会終了後、中部地方整備局副局長の元野より、「三
河港をめぐる最近の話題」と題し、講演を行いました。講演では、現在の三河港の
整備状況やフェリー・RORO船（貨物船）を活用した取り組み、南海トラフ地震等
が懸念される中で、ハード面・ソフト面の2方向からの対策の必要性について説明
させていただきました。

みなとオアシス
ロゴマーク

※みなとオアシスとは･･･ 地域住民の交流や観光の振興を通じた地域の活性化に資する
「みなと」を核としたまちづくりを促進するため、住民参加に
よる地域振興の取り組みが継続あ的に行われる施設として、国
土交通省港湾局長が登録したものです。

当事務所は、今後も地域活性化につながるよう“みなとオアシスがまごおり”を支
援していきます。

バリアフリーポンツーン「マンボウ」 生命の海科学館

みなとオアシス
がまごおりの施設
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